
天
皇
皇
后
両
陛
下
沿
道
奉
迎 

去
る
六
月
十
四
日
、
両
陛
下
の
愛
知
県
行
幸
啓
に
あ
た
り
、
日
本
会

議
愛
知
は
告
知
チ
ラ
シ
の
配
布
を
は
じ
め
、
沿
道
奉
迎
に
お
集
ま
り

の
方
に
国
旗
小
旗
の
配
布
、
横
断
幕
を
掲
示
し
奉
迎
の
気
運
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

短
い
準
備
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
名
古

屋
城
正
門
付
近
の
沿

道
に
は
大
勢
の
県
民

が
熱
烈
に
お
迎
え
を

し
、
御
皇
室
と
県
民

の
一
体
感
に
身
震
い

す
る
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。
翌
十
五
日
は

知
多
地
区
を
ご
視
察

さ
れ
セ
ン
ト
レ
ア
か

ら
無
事
に
御
帰
京
遊

ば
さ
れ
ま
し
た
。 

（
写
真
は
名
古
屋
城

正
門
付
近
に
て
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

参

議

院

選

挙

速

報 
 

日
本
会
議
推
薦
の
山
谷
え
り
子
さ
ん
、
上
位
成
績
で
当
選
。
ご
支
援
頂

き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
参
議
院
新
勢
力
は
与
党
過
半
数
割
れ

に
、
保
守
巻
き
返
し
の
兆
し
が
見
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

櫻
井
よ
し
こ
先
生
講
演
会
ご
案
内 

と
き:

十
二
月
四
日
土
曜 

午
後
一
時
三
十
分
開
会 

会
場:

日
本
ガ
イ
シ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
南
区
東
又
兵
ヱ
町
） 

女
性
の
会
愛
知
主
催
の
大
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
細
決
ま
り

次
第
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
躍
進 

日
本
国
民
に
自
信
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
選
手
の
大
活
躍
に
感
動
。

世
界
は
あ
っ
と
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
四
年
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
に

は
今
度
こ
そ
ベ
ス
ト
四
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

な
ご
や
通
信 

 第
十
三
号
平
成
二
十
二
年
八
月 

日
本
会
議
名
古
屋
支
部
事
務
局 

０
５
２
―
７
６
３
―
４
５
８
８ 

   

＊ 

愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定:

八
月
一
日
は
朝
七
時
か
ら
行

い
ま
す
。
終
戦
記
念
日
を
控
え
て
念
入
り
に
作
業
致
し
た
く
、
奮

っ
て
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
九
月
か
ら
は
今
ま

で
ど
お
り
の
八
時
開
始
と
な
り
ま
す
。（
九
月
五
日
、
十
月
三
日
、

十
一
月
七
日
）
軍
手
持
参
、
大
雨
は
中
止
、
小
雨
な
ら
木
枠
の
拭

き
掃
除
し
ま
す
。 

現
場
責
任
者 

: 

南
部 

０
９
０
‐
２
７
７
３
‐
０
６
８
８ 

＊ 

日
本
会
議
愛
知
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

＊ 

日
本
の
息
吹
を
読
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
息
吹
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。 

 


